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　町の発展と町民の皆さんの幸せのために、長年にわたりご尽力をいただいた方々の功績をたたえる、平

成24年度弟子屈町功労賞表彰式が10月14日、町社会老人福祉センターで開催されました。

　この表彰は、町の行政・経済・産業・文化などの各分野にわたって、町の振興と発展に寄与された方々に、

表彰状・記念品などを贈呈し、その功績をたたえるものです。

　今年度は、社会功労１人、善行表彰３人、在住功労75人が受賞。式では、德永町長から一人一人に賞状が

手渡されました。

　受賞者の皆さんを紹介します。（敬称略）

　　相　澤　信　子

　　青　木　セキ子

　　赤　沼　養　吾

　　秋　山　多喜子

　　朝　日　千惠子

　　阿　部　和　子

　　池　田　わき子

　　石　川　木　實

　　石　田　延　子

　　石　原　キノヱ

　　井　関　英　次

　　一　條　幸　子

　　伊　藤　悦　子

　　今　井　健左衛門

　　岩　見　慶　一

　　上　西　忠　一

　　扇　　　トメヨ

　　大　庭　勝　雄

　　岡　﨑　光　子

　　奥　田　昭　夫

　　小野寺　君　子

　　加賀沢　み　さ

　　北　﨑　和　子

　　木　村　三　男

　　國　安　啓　市

　　黒　坂　榮二郎

　　小　濵　玉　子

　　紺　野　　　通

　　紺　野　文　子

　　西　郷　弘　子

　　齊　　利　子

　　阪　口　ちよ子

　　佐々木　清　子

　　佐　藤　德　藏

　　佐　山　タ　ミ

　　柴　田　信　子

　　菅　井　哲　男

　　　木　和　榮

3

在住功労
現に50年以上本町に在住し、年齢77歳を超え、長年にわ
たり福祉向上や産業の振興に努められたとともに、地
域発展のために貢献された方。

（50音順）

長年の功績に感謝社会功労 多年にわたり住民運動実践、振興発展に
寄与し、功労のあった方

鎌　田　ケイ子
　1980（昭和55）年に弟子屈町女性団体連

絡協議会（当時は弟子屈町婦人団体連絡

協議会）入会以来、現在まで32年間継続し

て活動を続けている。1991（平成３）年４

月から副会長を６年間、1997（平成９）年

４月から会長を10年間歴任し、その間、

会員の増員など当会の地盤強化に努めるとともに、毎年開催

されている「てしかが女性のつどい」を定着させるなど、女性の

地位向上、男女平等参画社会の実現に尽力した。

　また、釧路管内女性団体協議会の会長を務め、北海道と釧

路管内をつなぐ役割を果たした。

　さらには、前弟子屈町商工会女性部長、現消費者協会理事と

して、地域に密着した活動で地域活性化に大きく貢献した。

善行表彰 町民の模範となる善行のあった方、およ
び公益のため多額な私財を寄附した方

藤　田　文　明
　現金100万円を亡父（藤田章）が生前、町

にお世話になったお礼として寄附した。

（平成24年６月29日受納）

医療法人　共
ともに

生
いきる

会

　理事長　齋　藤　浩　記
　川湯福祉の湯源泉からの給湯に係る源

泉設備更新時の機器類として役立ててほ

しいと、川湯の森病院の新築移転に伴い

水中ポンプ１台と揚湯管14本などを寄

附した。

（平成24年５月７日受納）

　　　木　和　子

　　　木　シゲ子

　　　木　信　夫

　　　木　美　子

　　須　藤　省　子

　　高　野　サヨ子

　　髙　橋　幸　子

　　髙　橋　スミ子

　　舘　　　弘　志

　　千　葉　英　雄

　　築　地　澄　子

　　樋　川　トシ子

　　中　谷　信　子

　　二　川　節　子

　　西　江　常　昭

　　野　田　　　康

　　支　倉　羊　治

　　畠　山　理惠子

　　平　塚　美佐子

　　藤　田　松　美

　　布　施　裕　章

　　古　川　政　男

　　牧　野　三　藏

　　松　岡　利　春

　　松　岡　正　巳

　　松　本　嘉　夫

　　宮　崎　愛　子

　　村　上　政　市

　　村　山　和　茂

　　森　田　松　夫

　　山　内　ト　メ

　　吉　井　かつ子

　　吉　田　武　子

　　若　狭　直　久

　　渡　邊　孝　悦

　　渡　邉　綿　士

故　若　月　四　郎

受賞者の皆さん津　坂　花　子
　道の駅周辺の景観整備に役立てほし

いと、日高石５個、オンコ３本、ツツジ２

本を寄附した。

（平成24年５月７日受納）

受賞者を代表してあいさつする藤田さん 德永町長から表彰状を贈呈


